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サルノコシカケ類の化学成分

　　および薬理作用について

Aphyllophorales，　their　constituent　and　bioactivities．
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　サルノコシカケ類のきのこは、担子菌類Basidiomycetesのうちの同担子菌亜綱Homobasi－

diaeに属し、この亜綱は更に同輩類Hymenomycetesと腹菌類Gasteromycetesに分類され

るが、その菌輩類中の“ひだなしたけ目”に属する。

菌イ；；1灘罵：聯鋤1∴：：二：二∴1

　一般に硬質菌とか、“硬いきのこ”などといわれ、分類学者によってそれぞれ違った分類が

なされている。古くは外観だけで分けられていたが、最近では胞子や菌糸の形、化学成分、細胞

学的形質など多くの観点から分類されるようになった。しかし、まだまだ“ひだなしたけ目”

の分類は定説を得ていないのが現状である。これらの“きのこ”は木材腐朽菌などとも言わ

れ、樹木に発生すると白ぐされや褐色ぐされをおこして、その木はほとんど枯死してしまう。

　サルノコシカケ類は古くから中国で民間薬として多く用いられ、「神農本草経」、「唐本注」

などの古書に収戴されているが、当時は化学成分などの分析もなされていないので、有効成分

の詳細は不明のままであった。近年、霊芝その他のサルノコシカケ類“きのこ”の研究が盛ん

となり、日本、中国、ソ連、韓国などの国々で、競って薬理作用や有効成分の構造が解明され

つつある。

〔1〕　ひだなした明目の分類

　顕微鏡が分類学に導入されてから、次第に自然分類に近いものになうた。例えばDonk1）

（1964）は、ひだなしたけ目を12科に分けたが、これは大変画期的な体系であると言われてい
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る。

　日本でも今関により、やはり12科に分けられているが、Donk（1964）のものとは多少異っ

ている。次にその表を示す。（表1）

表1今関による、ひだなしたけ目の分類2）

1．モチビヨウキン科

2．ホウキタケ科

3．アンズタケ科

4．コウヤクタケ科

5．イドタケ科

6．シワタケ科

Exobasidiaceae

Clavariaceae

Cantharellaceae

Corticiaceae

Coniophoraceae

Meruliaceae

7，イボタケ科

8．カンゾウタケ科

9．ハリタケ科

10．サルノコシカケ科

11．タバコウロコタケ科

12．キコブタケ科

Phylacteriaceae

Fistulinaceae

Hydnaceae

Polyporaceae

Hymenochaetaeeae

Mptcronoporaceae

　上の表は解剖学的、組織学的なものが分類の基礎になっている、近代的分類である。

　このうち、モチビョウキン科には“きのこ”は含まれない。またこれから述べるサルノコシ

カケ類は、必らずしもこの12科に分けられた中のサルノコシカケ科（polyporaceae）のみをさ

すのでなく、キコブタケ科（Mucronoporaceae）その他を含む広い意味のものであることをお

ことわりしておく。

　その後多くの研究者により、次次と改良され、Donk3）（1971）は更に23科に分け、　Tablot4》

（1971）は21科に、また1973年5）には23科に改訂している。

〔2）　サルノコシカケ類の抗腫瘍性作用

　現在までに癌治療のため用いられて来た“制癌剤”は、代謝拮抗物質や細胞毒といわれるも

のが主となって居り、これらは癌細胞よりも他の増殖のさかんな細胞を破壊してしまい、癌に

よる死よりも化学療法剤による死と判定される例が多くあったといわれている。

　一方、癌の免疫療法（immunotherpy）と呼ばれる治療法があり、これは免疫賦活物質（im一・

munopotentiator）が直接癌細胞を障害するのでなく、宿主が本来持っている癌細胞に対する

抵抗力を増強することによって、間接的に制癌効果をねらうものである。

　癌の増殖が、宿主の免疫力によってある程度は制御されるという事実は確かに存在するが、

大部分の癌は、そのままにしておけば免疫力にうち克ったり、免疫力をくぐりぬけて増殖し続

け、宿主を死に至らせる。また他の“制癌剤”によって免疫抑制作用がおこり、生体の防衛反

応が弱化させられる場合もある。

　そこで、宿主の免疫力を高めることが、免疫療法の最も重要な役割と言えるのである。

　千原ら6）は、ある種の多糖に免疫増強作用があることに着目し、担子菌類からレンチナンそ

の他の有効な成分をとり出し、その活性を検討している。そのうち、いくつかの野生サルノコ
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シカケ類“きのこ”から分離精製したものを挙げて見る。（表2）

　表26）サルノコシカケ科キコブタケ科“きのこ”熱水抽出エキスのマウスSarco皿aユ80に対する

　　　　抗腫瘍効果

学 名 和 名

Polyporaceae（サルノコシカケ科）

Ganoderma　applanatum
control

Coriolus　versicolor

control

Coriolus　hirsutus

control

Fomes　fomentarius
control

Fomitopsis　pinicola
control

Ganoderma　tsugae
control

Piptoporus　betulinus
control

コフキサルノコシカケ

カワラタケ

アラゲカワラタケ

ツリガネタケ

ッガサルノコシカケ

ッガノマンネンタケ

カンバタケ

　　　　Mucronoporaceae（キコブタケ科）

Phellinus　hartigii　　　　　　モミサルノコシカケ

control

Phellinus　igniarius

contru1

Phellinus　linteus

contral

キコブタケ

メシマコブ
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　“きのこ”子実体を熱水抽出、濃縮、凍結乾燥したものを、それぞれSarcoma　180を皮下

に移植したswissまたはIcRマウスの腹腔内に、移植後毎日1回10日間与え、5週間後の

腫瘍重量を測定して、その抗腫瘍性を調べたものである。ただし、この表中高い阻止率を示す

ものが必らずしも有効成分を多く含んでいるとは限らない。それは、抗腫瘍としての有効成分

の最適投与量が存在し、多量与えるとかえって無効となるからである。

　表2には、いわゆる“サルノコシカケ類”のみを挙げたが、この他、クマザサ、ジュンサ

イ、イチジクなどの植物や、サルノコシカケ類以外の担子菌類で、シイタケ、エノキダケ、ヒ

ラタケ、ナメコ、マツタケ、キクラゲなども同時に調べられていて、それぞれ担当の抗腫瘍活

性を示している。

　一般にイースト、菌類、地衣類、バクテリア、植物起原の種々の多糖は、動物に移植された
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腫瘍の成育を阻止するものが多い。

　これら多数の多糖のうち、　“サルノコシカケ類”の例として、カワラタケ　coriolus　ver－

sicolor、マツホドporia　cocos、コフキサルノコシカケGanoderma　apPlanatum　1 mFomes　ap－

plana・tus］、チョレイマイタケPolyporus　umbellatus［Gri　fo　ra，　umbe11ata］ツガサルノコシ

カケFomitopsis　pinicola［Fomes　pinicola］ツリガネタケFomes　fomentarius、キコブタケ

Phellinus　igniariusなどから分離されたものについてもう少し詳しく述べてみよう。

　研究者によって、抽出、分離、精製の仕方も多少異る上、腫瘍効果も、同時に同じ方法で行

なったものでなければ、比較することは困難であろうが、個々については充分検討されている

と思われるので、そのアウトラインを順次挙げて行くのも無意味ではないだろう。

　1　カワラタケ

　カワラタケの菌糸体から得られた多糖が、miceの皮下に注射された腫瘍の成育を阻害した

との報告は、すでに1972年に提出されている。その後塚越7）らは、カワラタケ菌糸体の熱水抽

出液から、硫酸アンモニウム飽和によって単離したGlycoprotei11が、約15％のprotein；を含

むα一またはβ一（1→4）一glncanであることや、このものがmouse　sarcoma　180の成育を強く

阻害して、宿主効果を示すだけでなく、他の多糖体とちがって、経口投与においてもrat腹

水肝癌AH13、　AH7974、　AH66Fなどの成育を阻害し、かなりの延命効果が認められたと報

告している。この多糖体はクレスチンPS－Kと呼ばれ、単独使用だけでなく、普通の制癌剤

と、PS－K前処理の併用効果についても、研究されている。すなわち、　ratに吉田肉腫を移植

する前にPS－K　250mg／kgを腹腔内に連続10日投与しておいて、一週間後に1，000万個の吉田

肉腫を移植したところ、PS－Kのもつ宿主効果と、制癌剤の直接作用とが相加されて、いちじ

るしい延命効果があったといわれている。

　2　マツホド

　千原ら8）によりマツホドからβ一（1→3）一結合の主鎖に、（1→6）一結合の分枝をもつパヒマ

ンpachymanというグルカンが分離されたが、このままでは抗腫瘍性を持たず、スミス分解

類似の方法でこの（1→6）一分枝を切断した多糖パヒマランpachymaranや、パヒマンを8M一

尿素と70℃、4時間以上加熱して得られたU一パヒマンには、強い抗腫瘍性があったと報告さ

　　HOH2C
　　　。。翰1

：1：1：∴麟：監

図1　マツホドから分離された多糖pachyrnanとpachymaranの推定構造。
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表3Pachyman，　Pachymaran．　U－Pachymom，　Hydroxyethyl　Pachymanの一次構造と抗腫瘍性

多 糖 一次構造
S－180に対する抗腫瘍活性

投　与量
mg／ku×days

腫瘍阻止準
　　（％）

腫瘍の完全
退縮の数

Pachyman 1七一・），一（1一・）一グ・レカ・1・・1・ o O／　8

U－Pachyman
1β一（1一・）P一（1一・）一グルカ・

5×10 91．4 5／10

Pachymaran iβ（1－33）一グルカ・
5×10 88．0 2／　6

Hyd・・長…hyl　Pachym・n　l・（1一・），そ1一・）一グ・レカ・
5×10 100．0 9／10

れている。ここにそれらの糖構造と抗腫瘍性の比較表を示す。（表3）

　3　コフキサルノコシカケ

　T．Usuig）らはコフキサルノコシカケの子実体を熱湯で抽出し、　DEAE－cellulose（c1－fo　rm）

で処理、sephadex　G－100によって最初に流出したG－1をsepharose　CL　4Bによるゲルろ過

で3つに分けたが、このうちのG－1－2がsarcoma　180に対して効果的であったと報告してい

る。更にcetavlonおよびconA－seha　rose　CL　4Bによるアフィニティクロマトグラフによっ

て分離されたG－1－2a一βはβ一（1→3）一結合のD－glucopyranoseをbackboneに持ち、15％

の（1→6）分枝をもつ分子量3．12×105（sedimentation　analysis）の　β一グルカンであり、

mice皮下に移植したsarcoma　180の成長を阻止した。これは単独投薬で1日に0．3～1．Omg

／kg与え、5週間後の結果を調べたもので、阻止率は70％～100％という好成績をあげている。

ちなみに、シイタケ多糖のLentinan、スエヒロタケ多糖Schizophyllunでの阻止率はそれぞ

れ83．0～99．2％、81～82％である。

ここで阻止率（1・h・b・t・・n・a…）と。・・1・・一 d・1・・で表わ8it・・Tは魍群平均腫町

回、Cは対照群の平均腫瘍重量を表わしている。

　前にも述べたように、阻止率の大小のみで抗腫瘍効果の良否は決定されないが、何らかの目

安にはなり得ると思われる。

　4　チョレイマイタケ、ツガサルノコシカケ、ツリガネタケ、キコブタケ。

　チョレイマイタケは、和漢薬チョレイとして利用されているが、このものからは強い抗腫瘍

効果をもつグルカンGU－1が分離され、ツガサルノコツカケからも2種の多糖が、またツリ

ガネタケ、キコブタケからも、それぞれ抗腫瘍多糖が分離されて、糖構造も推定されているの

で、参考までにそれらの多糖構造を図示しておく。（図2、図3、図4）

　以上述べて来た他に、サルノコシカケ類としては、マイタケ、　トンビマイタケ、ヒイロタ

ケ、カイガラタケ、チヤカイガラタケ、などからも制癌性物質が分離されている。

　これらの制癌性物質の活性本体がすべて多糖体であるということは、多くの研究からはっき

り言えるのではないかと思う。

　多糖体の糖構造と活性の関係は多様であって、いちがいに言い切ることはできないが、分子
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glc　Glc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS　’2t

　　　　　　　Glc　Glc　Glc　Glc　　　　　　　l↓｝　　　　乱　　　　　　1↓　　　1↓
　　　　　　　Glc　　　　　　　　Glc　　　　　　またはGlc　　　　　Glc
　　4　．一．　1　3　gni．　1　3　．．．　1　4　A．　1　3　eJ．　1　4　A．　1　3　gAS．　1　3　A“　1　3　gnt．　1　3　一一　1

　　SGIc一：一；Glc一：一］＄・GlcL5・Glc一：一＄bGlc一：一；・Glc一：一一〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一＞Glc＝一　5FGIc＝5－Glc一：一　＄pGlc一：一〉

　　　　　　　　　図2　チヨレイマイタケからの水溶性多糖GU－1の推定構造10）

6　一A．1　6一　A．1　6．　A－1　6一　A－1　6一　一一1
：一一e－D－Gal一：一5FD－Gal＝・D一一Gal一＝SD－Gal一：一＄pD－Gal＝一一〉

a　？Ta　a

　　L－Fuc
　　？Ta

　　D一一Man

a　it．　a　a
　　L－Fuc 1

　3　一一．　13一　．一　13一　．一　13一　h　1
＝．D－Man－D－Man；D－Man＝．D－Man＝．

　　　　fT　p　ITi！i　，e　’　p　“，，　p

　　　　D－Xyl　D一一Xyl　D－Xyl
　　　　iTa　？Ta　？Ta　［
　　　　L－Fuc　L一一Fuc　L－Fuc
図3　ッガサルノコシカケから分りされた多糖Fucomannogalactan　1　i1）とFuco－xylomannan　ll　i2）

　　　の推定構造

S一＞D－GaiL6　D－Gai46　D－Gaig

a ？Taa　a
L－Fuc？
T
D－Man

1

　　f6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　16　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　一：一＞D－Gal＃D－Gal一：一5hD－Gal＝一；D－Gal＝一51tD－Gal＝一〉

　　　　　　　　　　？ta　？Ja

　　　　　　　　　　L－Fuc　D－Gal　ll
　　　　　　図4　ツリガネタケとキコブタケからのヘテロガラクタン1，Hの推定構造13）

内にβ一（1→3）一結合、β一（1→6）一結合を持ったグルカンが活性の発見に重要な意義を持つの

ではないかと思われる。サルノコシカケ類からの例はそう多くないが、地衣類のリヘニン、シ

イタケのレンチナン、地衣類のプスチュランなどはその代表的な例である。しかし、β一（1→

3）一結合やβ一（1→6）一結合をもっているものでも抗腫瘍性を示さないものがあったり、またカ

ワラタケのようにαまたはβ一（1→4）一グルカンでも、強い抗腫瘍性を示すものも存在するわ

けで、非常に多様である。上述して来たマツホドから分離した多糖パヒマンはβ一（1→3）一結

合の主鎖にβ一（1→6）一結合の分枝をもったグルヵンであるが、そのままでは活性を持たず、

β一（1→6）一分枝を切断すれば活性を示すという。この例から考えると、多糖抗腫瘍性における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83



　　　　　　　　　　サルノコシカケ類の化学成分および薬理作用について　　　　　　　　　　31

構造一活性相関関係には、多糖の高次構造、ミセル構造などが重要な要素となっていると思わ

れる。

　また、上に述べたように抗腫瘍性多糖には最適丁子量が存在し、それ以上与えても無効とな

るといわれているが、他の抗癌剤のように、毒性とのバランスから出されたものでなく、生体

中に多糖が投与されたとき、それと親和性のある何ものかが存在するのではないかと考えられ

ている6）。抗腫瘍性多糖については、手街後の転移を防ぐためにも、また癌予防のためにも、

更に研究が進められて行くことを心から希望する次第である。

〔3〕　サルノコシカケ類の和漢薬14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんのうほんぞうきよう
　サルノコシカケの仲間は、古くから中国で大いに利用されていたようで、「神農本草経」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　ちよれい　　ぶくりょう　らいがん　　れいし
いう陶弘景の書いた3巻の書物の中に、猪苓、萩苓、雷丸、霊芝など多くのものがのせられて

いる。

　特にマンネンタケ（霊芝）は、道教の影響により、不老長生を保つ妙薬を作る原料として珍

重されて来た。

　これらサルノコシカケ類の薬物利用知識が日本に伝来されて来たものとみえて、日本でも古

くからサルノコシカケ類の“きのこ”が、癌その他の慢性病に効くという根強い伝承がある。

　現在和漢薬が見直されて来て、これらのサルノコシカケ類から、抗腫瘍性をもつ多糖や、そ

の他の薬理作用を持つ有効成分が抽出され、日本、中国を中心としてその化学構造が解明さ

れ、動物実験を経て臨床にもさかんに利用されている。

　a）チョレイ猪苓

　サルノコシカケ科のチヨレイマイタケの菌核を乾燥したもので、日本産はくびれが多く、や

や軟質で真猪苓と称され、中国産は凹凸が少なく、硬質で唐猪苓と言われている。

　「神農本草経」の中品に猪苓として収載されていて、陶弘景は「その塊は黒くて猪尿に似て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　ウ
いるから名づけられた」と述べている。中国では「楓樹に多く産す」とあるが、猪苓は楓樹だ

　　　　　　　　　　　　　　クヌギ　　　　　　　　カバノキ　　　　　ムクゲ　　　　　　　　　　　カシワけでなく、椴樹、樺樹、癬樹、柞樹などの根に寄生し、日本では北海道、信越、東北などに多

く、深山のブナ、ミズナラなどのブナ科（Fagceae）やイタヤカエデなどのカエデ科（Acera－

ceae）の植物の枯れた根に寄生している。近年猪苓が非常に減少し、韓国産のもの（日本産と

よく似た品質）が輸入されている。成分としてはergostera1，2－hydroxytetracosanoic　acid，

biotin，91ucanなどが分離されているが、有効成分は詳しくわかっていないものが多い。

　水溶性多糖が強い抗腫瘍効果を持つことはすでに述べて来たが、その他、アルコール抽出液

には、利尿作用、黄色ブドー球菌および大腸菌に対する抑制作用があると言われている。

　薬品名は、猪苓湯、五苓散、丁丁散その他種々あるが、必らずしも一種類の“きのこ”だけ

を用いたものでなく、何種類かの“きのこ”と、“きのこ”でないものも混入されている。
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　用途としては利尿剤、解熱、止渇剤に用いられる他、腎臓疾患にも効力があると言われてい

る。

　b）　ブクリョウ　萩苓

　「神農本草経」の上品に収載され、萩苓の中に松の根の通ったものを「四神」と称し、心病

を治すといわれたそうであるが、根拠は薄弱である。サルノコシカケ科のマツホド　poria－

COCOSの菌核をそのまま乾燥したものや、菌核の外層をほとんど剥いで、数個に分割または輪

切りにしたものが用いられている。

　北アメリカでは古くからマッ属、モミ属などの針葉樹や、モクレン、ミカン、trナラ、ユー

カリノキ属などの広葉樹の根に菌核を作ることが知られていた。その後、中国や日本産のもの

も子実体を形成することがわかり、さかんに利用されるようになったが、これらは北米産のも

のと同一種であるといわれている。中国では雲南、河南、湖北、湖南省に産し、とくに雲南省

のものは内部が純白で品質最良である。天然品だけでなく、人工培養も行なわれている。最近

は韓国産のものが日本に輸入されている。

　成分としては、90％以上がグルコースから成る多糖パヒマンであるが、その他の化学成分で

では、ergosterol，　eburicoic　acld，　pachymic　acidやそのdebydro体、　tumulosic　acidが

分離されている。このうちergostero1は、チョレイマイタケ、コフキサルノコシカケ、キコ

ブタケ、マンネンタケなどにも共通して存在している。次にそれらの化学成分の一部を図示し

ておく。（図5）

　萩苓は内部が自色のものと淡赤色のものがあり、陶心心は「白色のものは補し、赤色のもの

OH

Rl

ergosterol

（猪苓，侠苓，梅寄生，霊芝）

　の共通成分

HOOC

R2

（秩苓の成分）

CH3（CH2）2iCHCOOH
　　　　　　l

　　　　　　OH

2－hydroxytetracosanoic　acid

　　　　（猪苓の成分）

tumulosic　acid

（Ri＝CH，　R2＝OH）

eburicoic　acid

（Ri＝OH，　R2＝＝H）

Pachy皿ic　acid

（Ri＝＝COOH，　R2＝OH）

図5　猪苓，閉門，梅寄生，霊芝中の低分子成分の化学構造
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は利す」と言い、李時珍は「赤は血分に入り、白は気分に入る」と述べている。

　抽出物は軽度の消化性胃潰瘍予防効果があり、また交感神経興奮、平滑筋麻痺や緊張低下な

どがみとめられ、心悸充進、精神不安、失眠症などに用いられている。

　同じく他の和漢薬と混合して、萩苓飲、五苓散、萩苓沢潟湯などと称し、鎮静剤、利尿剤な

どにも応用されている。

　c）バイキセイ　梅寄生

　梅寄生は中国の本草書に見あたらず、日本古来の民間薬であると考えられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こそんがん
　日本では、江戸時代以降の書物には「猿の腰掛」、「胡孫眼」などの名称でクワ以外の樹木に

寄生する多孔菌を民間薬としていたが、そのうち、ウメに寄生するサルノコシカケ類という意

味で古くから珍重されていたらしい。

　現在市販されているものは、ブナ、カシなどの広葉樹に寄生するコフキサルノコシカケが主

であり、他にツリガネタケ、ツガサルノコシカケなどの子実体を乾燥したものが、わずかに混

入されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばいじょう
　中国では民間でツガサルノコシカケを「梅茸」と称し、解熱剤や心臓疾患に用い、コフキサ

　　　　　　　　じゅぜっ
ルンコシカヶは「樹舌」と称して食道癌に有効であるとされている。日本でも先に述べたよう

に、ツガサルノコシカケ、コフキサルノコシカケ、ツリガネタケは、それぞれの熱水抽出液か

ら抗腫瘍活性の多糖体が分離され、構造も判明しているが、その他、市販15〕の刻み梅寄生の

水抽出物より分離された、グルコサミンを含む糖タンパクが、自然発生症高血圧ラットに対し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうおう
で強い降圧作用を示すとの報告もある。漢薬の桑黄は、梅寄生と同じものとは断定できない

が、駆疲血、止血薬として応用されている。梅寄生の成分はergostero1の他にubiquinone

（coenzymeQ），5，6・一dihyd　ro　ergostero1などが含まれている。また最近の報告16）では、多糖

体の原料として、梅寄生（コフキサルノコシカケ）の熱水抽出液からエタノールによって沈殿

した画分を用い、T細胞（胸腺由来細胞）の機能、すなわち免疫学的記憶と遅延型過敏症に対

する効果を検討した結果、この多糖体により、T細胞レベルの記憶が拡大されることや、遅延

型過敏症反応が増大されることが示され、多糖体の抗腫瘍性の一部は、T細胞の機能を介する

可能性が示された。

　d）　レイシ　霊芝

　マンネンタケGanoderma　lucidumまたはその近縁種の子実体を乾燥したもの。「神農本草

経」の上品に赤芝、黒芝、青芝、白芝、黄芝の六芝が収載されているが、マンネンタケおよび

その近縁種は、産生時期や寄生により傘の色が変化し、形状も変異が多いので、正確には一種

または二種のものとも考えられる。

　日本でも霊芝をサイワイタケ、サキクサなどと称し、「日本書紀」にものせられていて、古

くから瑞草として珍重されてきた。

　最近はマンネンタケの人工栽培が行なわれるようになり、日本においてもまた中国でも成分
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の研究や薬理作用の研究がさかんになって来た。中国科学北京植物研究所と北京医学院薬理研

究所の共同研究17）により、霊芝の定性、定量分析が行なわれたが、定性的には子実体中のも

のと菌糸体中のものとは大差はなかったと報告されている。（表4、表5）

　　　　　　　　　　　　表4　霊芝子実体および菌三体の成分（定性）

子実体

糖類（還元糖と多糖を含む）

アミノ酸

タンパク質

ステロール類

トリテルペノイド

クマリン配糖体

揮発油

油脂

無機イオン

菌系体

　　糖類（還元糖と多糖）

　　アミノ酸またはその他のアミン

　　ペプチドまたはその他のアミド類

　　タンパク質

　　配糖体類

　　揮発油

　　類脂質

　酵素（リパーゼ、マルターゼ、サッカラーゼ、ラクターゼ、

　　　ウレァーゼ、など）

表5　霊芝の定量分析による成分比

水分　12～13％

窒素　1．6～2．1％

還元物質　4～5％

　　（グルコースに相当する）

ステロール類　0．14～O．16％

フェノール総量：0．08～0．12％

　　（クマリン配糖体に相当する）

石灰分0．22％

　　（Ag．　B．　Ca．　Fe．　K．　Na．　Mg．　Mn．　Sn．　Zn．　Bi）

　中国では煎剤、チンキ剤、シロップ剤、錠剤などにして用いているが、薬理作用としては強

心作用、心筋虚血に対する予防作用、血圧降下作用、肝炎に対する肝臓保護作用、また腸の平

滑筋に対する興奮作用があったが、利尿作用はなかったとの報告！7＞がある。ただし、これら

の作用は、犬、猫を用いた動物実験の段階である。臨床例に関しては、①慢性気管支炎には相

当の顕効率を示し、特に子供のぜんそくにはよい結果が出ている。ただし治効が生じるのは比

較的緩慢であり、薬を服用してから1～2週間後に効果が出ている。

　また霊芝製剤は、はっきりした強壮作用があり、主に睡眠がよくとれ、食欲が増し、耐寒力

が増強したと言われている。②高血圧病に対しては、はっきりした降圧作用はないが、他の降

圧剤と併用すれば、協調作用によって、血圧がおさえられ、更に安定することが認められた。

③神経衰弱と失眠にも大変有効であったと言われている。④肝炎の治療にも好結果を得てい

る。これらは服薬2ケ月後顕効のものが44％を占めている。

　日本では14）、半里、紫芝が普通よく用いられている。和漢薬の“紫芝丸”は霊芝以外に多く

の生薬（人参、山芋、牡丹皮、白塾則など）を混ぜ合わせたもので、強壮、鎮静薬として神経

衰弱症、不眠症、消化不良などに応用されているのは中国と余り変らなり。最近の研究L8）で

は、マンネンタケの熱水抽出液からarabinoxyloglncan、アルカリ可溶多糖としては、主鎖が
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（1→3）一mannopyranose，（1→2）一xylopyranoseで、　fucopyranose，　glucopyranoseの分枝を

もつ、分子量38，000のものがとり出されているが、前者はS180二型腫瘍に対し、特にglncan

部分が強い活性を示したと報告されている。

　　　　　　　　じょうやく
　霊芝は漢方では上薬と呼ばれ、これは副作用が全くなくて、毎日飲むことができ、衰えた体

質に抵抗力を与える薬のことである。

　そして同じく漢方の言葉で「痕血」と呼ばれるものをとり除くはたらきがあり、この「痕

血」とは、なんらかの原因で血液の流れがとどこおっている状態である。その原因はさまざま

であり、ひとくちには言えないが、例えば老年期に入ると、いろいろの老廃物が血管の末端に

たまったり、加工食品やインスタント食品の摂り過ぎから、過酸化脂質という有害な物質を大

量に体内ととり込むと、血液の粘度を高めて「痕血」が起りやすくなる。これをとり除き、高

血圧や動脈硬化などの成人病を抑えたり予防したりすることができるとされている。
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　サルノコシカケのなかま

▲　アカマツの根をまきこんだブクリヨウ（1〕
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　　　　▲　ツガノマンネンタケ（6）

｛3＞、（4）、（5）、〔6）、今関、本郷：原色菌類図鑑、（1978）
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